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 大学生活４年間の総仕上げが，「卒業論文」あるいは「卒業レポート」です。 
卒業論文は，ほかの科目とは違って８単位となっています。卒業論文を書かない学生も，

４年生のゼミに所属したうえで、卒業レポートを学習の仕上げとして必ず書かなくてはな

りません。ちなみに、卒業レポートは、ゼミの単位に含まれるため、卒業論文のように、

別途単位が加算されることはありません。 
	
 卒業論文あるいは卒業レポートは，学術論文の１種であり作文ではありません。従って，

学術論文の体裁を整えていなければなりません。この小冊子は，学術論文の一般的な書き

方に準じて卒業論文を書く場合の書式及び基本的な注意事項をまとめたものです。	
 尚，

卒業論文あるいは卒業レポートの作成にあたっては，指導教員の学問的な指導を受けるこ

とが前提になっていますので，論文のテーマの決定，研究方法，論旨の展開の仕方等につ

いては指導教員と相談してください。論文の内容や形式が，不備な場合には，受理されな

いことや，及第点がもらえず卒業できなくなる場合がありますので，注意してください。 
 

駒澤大学	
 社会学研究室	
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１．卒業論文・卒業レポートとは何か 
 

（１）  卒業論文と卒業レポートとの違い 
以下のように，卒業論文と卒業レポートは主として形式的な差異がある。 

 卒業論文 卒業レポート 

字数 ①   2万字以上 

または，17ページ（1ページあたり 40字×30

行）以上 

（１つ図表や写真の大きさは，１ページの３分

の２程度までとする） 

①   １万字以上 

または，９ページ（1 ページあ

たり 40字×30行）以上 

（１つ図表や写真の大きさは，

１ページの３分の２程度までと

する） 

内容 ①   独自の調査データ，あるいは二次データ，

資料データ等を社会学的な観点から分析す

るもの 

②   複数の文献に基づき，独自の観点から，社

会学の理論を研究するもの 

①   既存の統計データや文献等

を社会学的な観点からまと

めたもの 

②   補足的に独自の調査データ

を用いたもの 

形式 ①   量的データの場合，先行研究のレビューを

行い，仮説の設定，仮説の検証という仮説

検証型論文としての形式をとることが望ま

しい 

②   質的データの場合，先行研究のレビューを

行い，仮説構築型としての形式をとること

が望ましい 

③   文献に基づく理論研究の場合，複数の原典

の単なるまとめにとどまらず，社会学的に

新たな見解を導きだすことが望ましい 

①   先行研究のレビューを行

い，社会学的な視点からテ

ーマに沿った形でまとめ，

結論を導きだすこと 

 

口頭試問 主査・副査で実施する 主査のみ実施する 
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なによりも重要なのは，卒業論文および卒業レポートが「論文」であり，内容的にも形式的

にも「学術論文」の体裁を整えていなければならない点である。 

 

（２）  学術論文の目的 
「論文」と称される文章の中には，一般読者向きの雑誌や新聞に掲載されている評論の類や，

会社や行政機関などでよく作成される特定の問題に関する調査報告・現状分析も含まれる。こ

れらの文章と「学術論文」は，文章を書く目的が明確である点で共通している。日記や随筆と

違い特定の読者を想定し，ある明確な目的をもって書かれている。 

しかし，「学術論文」は，一般的な文章と次の点で異なっている。 

１．「学術論文」は，研究手続きを重視する。 

評論の類や会社・行政機関での報告書の類では，ある問題についての明確な結論（たとえ

ば，賛成か反対か）を導くことが第一義的な目的であるのに，「学術論文」では，そうした結

論に到達する研究手続を明らかにすることが重要視される点で異なっている。 

２．「学術論文」の読者は，その分野の研究者である。 

いかなる論文も特定の読者を想定して書かれるが，一般読者向けの雑誌や新聞の評論は，

その雑誌や新聞の購読者を対象とし，会社や行政機関内の報告書は，その組織内の決定機関

を読者としている。「学術論文」を読む対象として想定される読者は，その分野および関連分

野の研究者である。従って，「学術論文」を書こうとする場合は，自分の論文を誰に読んでも

らうために書くのかということを充分に認識した上で，その読者（研究者）の批判に耐える

論文をめざして書かなければならない。
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（３）  学術論文としての基本的要件 
学術論文に唯一絶対的な型が決まっているわけではないが，日本の学界には慣行として成立

している論文の約束がある。その約束を無視することは無謀であり，論文として正当に評価さ

れないことになりかねない。 

学術論文としての基本的要件として，次の二点を挙げておく。 

１．過去の研究を無視してはならない。 

学問は，先行する研究の蓄積の上に，新しい成果を積み上げて一歩一歩発展していくも

のである。従って，自分のテーマに関して，過去にどのような研究がされてきたかについ

てある程度知った上で，自分の研究成果を展開しなければならない。 

２．自分の主張は，学問的な方法でしなければならない。 

単に現象を紹介し記述しただけのものや，他人の説を要約しただけのものは，論文とは

言えない。また，自分の主張を述べる場合にも，その主張の正しさを証明していかなけれ

ばならない。抽象的に自説が正しいと信じているだけでなく，具体的に根拠を挙げながら，

また理論的な推論によって自説の正しさを一つ一つ読者に示し，納得させていかなければ

ならない。 

つまり，仮説として提示された自分の主張が，学問的な手続きによって検証されるとい

う過程がなければならない。 

逆に，学術（研究）論文と言えないものはどういうものか，斉藤孝（1998）が，あるア

メリカの学者の説から次の５つを挙げているので，参考までに紹介しておこう。 

（１）一冊の書物や，一編の論文を要約したもの。 

１つの素材を要約したのでは，原著者の考えを紹介しただけであり，比較考証による自

分の判断も含まれていない。 

（２）他人の説を無批判に繰り返したもの。 

学術論文には，自分の意見がなければならない。自分の意見が結果として他人の説と同

じでも，独自な研究手続によって同じ結論が導かれたのであれば，他人の説を証明する形

の論文になるが，無批判に踏襲したのでは，単位レポートにはなっても，研究論文とはな

らない。 

（３）引用を並べただけのもの。 

先行する研究の蓄積の上に積み上げられる学術論文において，引用は重要な役割を演ず
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るが，ただ引用を並べただけのものは，資料集と言えても論文とは言えない。そこには自

分の意見・主張が見られないからである。 

（４）証拠立てられない自己主張。 

学術論文では，その結論がどうして導かれたかという証拠が必要である。ひとりよがり

の独断や私見だけでは単なる作文であって論文とは言えない。学問の発展のためには，新

しい発想や直感的なひらめきは重要であるが，それだけでは論文にはならない。そうした

アイデアを具体的な素材によって論証して初めて学術論文となる。 

（５）他人の業績を無断で使ったもの 

公刊されたものであれ，未公刊のものであれ，他人の業績を無断で使用することは，道

義的にも著作権上も問題になる。他人の研究成果は，学会の共有財産であるが，それを利

用するためには，他人の業績に頼った部分を明記しなければならない。さもなければ，盗

作になり，正当に評価されないだけでなく，学問的にも人格的にもマイナスの評価を感受

しなければならなくなる。 
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２．卒業論文・卒業レポートの構成 
 

（１）一般的作成過程 
１．問題意識を持った普段の研究 

卒業論文や卒業レポートが大学生活の総括であるという点から考えると，日頃から問題

意識をもった学習態度が必要である。 
２．テーマの選定 

テーマは，自分の問題関心を整理してその中から適切な問題を選択することである。自

分の選んだテーマが適切か否かは，指導教員に相談するとよい。 
特に，テーマが大きすぎないか，あまりに特殊すぎないか，その学問になじむテーマか

どうか考える必要がある。 
３．文献・資料の収集と整理 

テーマが決まったら，まずそのテーマに関する文献を捜し，文献目録を作成する。そし

て，基本的文献を読む。文献を読む過程で，より具体的なテーマが見つけ出され研究方法

や資料（データ）収集の方法がさらに明確になることもある。 
文献を読むときには，必ずノート（カード）に書きながら読み，その箇所のページを書

きとめておこう。 
４．論文の執筆計画 

文献や資料（データ）の収集と整理が終わったら，いよいよ論文をどのようにまとめる

かを考えなければならない。漢詩の構成法である「起・承・転・結」もその一例である。

自分の知見を読者にわからせるためには，論文の流れや全体的な構成を考えて執筆計画

（章・節）をたてなければならない。 
５．下書きの執筆と推敲 

下書きは，各章・節ごとに，その章・節で，何をどのように書こうとするのか，目標を

はっきり定めて書かなければならない。そして，一人よがりになっていないか，論理に飛

躍はないか，読者にわかりやすい書き方になっているか，誤字はないか，文章表現は適切

か，ということを推敲しなければならない。 
６．  論文最終稿の作成 

最初の原稿を書き終えたら，指導教員と相談しながら修正していき，期日内で最終稿を

完成していく。参考文献，序文，目次，ページ数，それに付け加える必要のある資料があ

れば，それを付けて表紙・裏表紙と共に製本して完成する。 
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（２）一般的構成 
	
 漢詩の構成法に「起・承・転・結」があるように，論文も「序論」「本論」「結論」の各部分か

ら構成される。 

１．  序論（序章） 

	
 論文の本文は序論（序章などと称してもよい）から始まる。序論は筆者がこれから展

開しようとする論文のテーマの世界へ，読者を誘う部分である。「起・承・転・結」でい

えば，「起」に該当する。序論では，自分の論文の主な目的・狙いや意図，取り扱う問題

の内容や範囲，そしてテーマ選定の論理的な根拠を示した上で，論文全体の展開や構成

などを紹介する。  

２．  本論 

自分の研究内容を展開する論文の中心部分である。本論では，論文の内容を理解する上で

必要な基本概念，知識およびデータの紹介や先行研究の紹介を行ったうえで（「起・承・転・

結」でいえば，「承」），過去の研究に依拠しつつも，その批判的考察を行い，また事実の観察，

オリジナルの調査データにもとづきながら自説を主張し，その正しさを論証していく（「起・

承・転・結」でいえば，「転」）。この部分の構成・展開の仕方自体，自分の研究内容の真理性

を主張する為のものであり，論文の狙いや内容によって異なってくる。 

３．  結論（結語・結語にかえて） 

本論から到達した帰結を述べる部分である。他人の意見や主張・学説などを再び引用する

ことを避けつつ，本論での展開を受けて執筆者自身の意見や主張を明快にまとめる。また，

本論で解決できなかった問題や今後に残された問題点なども述べておくとよい。いうまでも

なく，結論は「起・承・転・結」でいえば，「結」にあたる。 

	
 なお，序論，本論，結論は必ずしもそのまま章立てに当てはまるわけではないので，

注意が必要である。特に，本論は複数の章に分かれて論じられることが多い。 
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☆   卒業論文・卒業レポートの構成例 
タイトル	
 『主婦役割と女性の生き方	
 －その変化と展望－』 

	
 序	
 論 

１．   現代女性とライフスタイル 

（１）   「家」制度下の女性 

（２）   日本女性のライフサイクルの変化とその問題点 

２．   性別分業の発生と展開 

（１）	
 	
 性別役割の分化説 

（２）	
 	
 性別分業の固定層と流動層 

３．   主婦役割の変化 

（１）   「主婦」とは何か 

（２）   現代夫婦家族の性別分業 

（３）   「第三期」の発生による性別分業の見直し	
  

（４）   「主婦」のゆくえ 

	
 ４． 女性の生き方と「第三期」 

（１）   「第三期」における女性の行動類型 

（２）   「新しい女性」と「第三期」 

	
 結論	
 －展望と課題－ 

参考文献 
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タイトル	
 『事件報道の構造分析	
 －新聞報道による擬似環境の環境化－』 

	
 序	
 章 

１．  新聞ジャーナリズムにおける事件報道 

（１）   マス・コミュニケーションとジャーナリズム 

（２）   「ニュース」としての事件報道 

２．  戸塚ヨットスクール事件における新聞報道の比較分析 

（１）   事件の概要 

（２）   分析の枠組 

（３）   報道の推移と量的拡大 

（４）   作られたニュース 

（５）   客観報道 

（６）   解説記事の論点 

３．  大韓航空機事件にみる事件の特異性と報道 

（１）   事件と報道の推移 

（２）   報道量の相違 

（３）   記事の位置と見出し 

（４）   事件の特異性と報道 

４．  事実とは何か 

（１）   誤報と対立報道 

（２）   説得的コミュニケーションと報道 

（３）   報道事例による擬似環境の環境化 

（４）   事件と報道 

	
 結論 

	
 参考文献 
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３．作成技術と注意点 
 
（１）ワープロによる執筆 
１．論文は，ワープロを用いて作成する。文字は，一般には明朝体を用いて全角で書く。

アルファベットは，大文字，小文字を半角で書く。洋数字も半角で書く。 
２．書きはじめは，はじめの１字分をあけ，段落をおとす。改行する場合も同じ。使用す

るワープロソフトの禁則処理を設定しておくとよい。 
３．文中の句点（。）読点（、）カッコ類は，１字分として全角で書く。ただし，句読点や

とじカッコ（」，』，）が，行の頭にきてしまう時は，前の行の最後に一緒にいれる。こ

の点についても，ワープロソフトの禁則処理を設定して対処するとよい。 
４．章・節などは，それぞれ見出しの大きさに応じて空白行を作り，見やすい配慮をする。

章はページをかえて，新しいページから書きはじめ，節は，２ないし１行の空白行を

作るなどして工夫する。章と節は，「１．」「（１）」と表示する。節の下の項は，例え

ば「①」「②」などと表示する。 
 
１．「反システム運動」とは何か？ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※1行空ける 
（１）具体的な展開 

	
 ○×○×･･･。 
	
 ①ASMsについて 

	
 ○×○×･･･ 
	
 ②NSMsについて 

	
 ○×○×･･･ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※1行空ける 
（２）労働運動の評価 

	
 ○×○×･･･ 
 

 
５．注記については，注をつけたい箇所の右肩に注番号をうち，注をつけるページに罫線

を引いてから番号順に注を記述する。Microsoft Word（2007以降のバージョン）を
ワープロソフトとして使用している場合には，ツールバーから参考資料を選択し，脚

注の挿入をクリックすると簡単に脚注がつけられる（注をつける箇所のページの下部

に自動的に罫線が引かれ，注を書くスペースが確保される）。注番号も自動設定なの

で，あとから注を追加しても番号を付け直す必要がない。 
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【脚注の例】 
 
	
 ～～～～	
 現代の日本社会においては，ますます少子化の傾向が強まっている1。～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～（本	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 文）～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～。 

                                                   
1 具体的なデータをあげるならば，～～～～である。 
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（２）文献リストの作り方と文献挙示のやり方 
１．文献の文章や他人の言葉をそのまま引用する場合は，必ず引用符を用いる。ケース・

事例・長文（数行に及ぶ）の引用などは，自説と区別するために，本文と続けず１行

空け，さらに一文字下げて書くなど，見やすい工夫をする。 
２．文献の大意や他人の説の大意を紹介する場合にも，自説でないことがはっきりわかる

ように工夫する。これらのことは，一般に新しいアイデアの提出者，著作者の権利を

尊重する上で重要である。他人の研究成果をあたかも自分の考えであるかのように書

くことは，盗作になり，著作権上の問題にもなる。 
３．従来のように，論文のなかで引用あるいは参照文献を挙示する際に，ひとつひとつ注

をつけて挙示する方法に代わって，もう少し簡便な方法が試みられるようになっている。

例えば，論文末に提示した文献リストに基づいて引用・参照文献を本文中にカッコで挿

入する方法がある。そのような文献挙示の方法を採用する場合，それに合わせて文献リ

ストも見やすいかたちに作っておく必要がある。 
４．文献リストの作成は，以下のように行う。 
 
（１）文献を挙示する際に重要な情報は著者名と刊行年なので，それらがこの順序で冒

頭にくるようにする。基本的な情報の配列は，一例をあげると以下のようになる。 

山田信行 1996,『労使関係の歴史社会学』ミネルヴァ書房． 
 

著者名 刊行年，（コンマ）『書名』あるいは「論文名」出版社あるいは『掲載誌（書）
名』．（ピリオド） 

	
 著者名と刊行年の間は半角あけるようにする。刊行年のあとに，コンマを半角で入れる。

最後に，ピリオドを打つ。 

 
（２）翻訳書の場合には同様に，以下のようにする。 

Weber, M. 1920=1989, Die Protestantische Ethik und der 《 Geist》  des 
Kapitalismus, 大塚久雄訳『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』
岩波文庫． 

著者名 原書刊行年=翻訳書刊行年,（コンマ）原書名,（コンマ）原書出版社,（コンマ）
翻訳者名『翻訳書名』翻訳書出版社．（ピリオド） 

	
 欧米の著者名はファミリー・ネームを先に表示し，,（コンマ）を半角で打ったあとでファ
ースト・ネームを表記する。ファースト・ネームはイニシャルだけでもかまわない。イニシ

ャルだけにした場合には，イニシャルの後にピリオドを打つ。さらに，原書刊行年と翻訳書

刊行年とを＝で結ぶようにする。原書名はイタリック体で表記する（冠詞，前置詞，および
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接続詞などについては，書名の冒頭に来る場合を除いて，すべて小文字で表記するとよい。

それ以外の品詞については，単語のイニシャルを大文字で表記する）。 

 
（３）翻訳がない外国語文献の場合には，以下のようにする。 

Derrida, J. 1994, Specters of Marx, Routledge. 
 

著者名	
 刊行年,（コンマ）書名,（コンマ）出版社名．（ピリオド） 

 

（４）雑誌論文を挙示する場合には，以下のようにする。 

日本語文献の場合 

山田信行 1989, 「労使関係の現代的展開」『社会学評論』第 40巻第 1号． 
 

著者名	
 刊行年，（コンマ）「論文名」『雑誌名』巻数号数．（ピリオド） 
＊論文名は「	
 	
 」でくくり，雑誌名は『	
 	
 』でくくる。 

 
外国語文献の場合 

Granovetter, M. S. 1985, “Economic Action and Social Structure: the Problem of 
Embeddedness,” American Journal of Sociology, Vol.91, No.3. 

 
著者名	
 刊行年，（コンマ）“論文名，（コンマ）”雑誌名，巻数，（コンマ）号数．（ピリ

オド） 
＊論文名は“	
 	
 ”でくくる。雑誌名はイタリック体にする。 

＊巻数は Vol．，号数はNo. で表記する。 

 
（５）文献の掲載順序は，まず著者名のアルファベット順あるいは五十音順に配列する（順序

が一貫していれば，欧語文献と邦語文献を分けて配列してもよい。例えば，欧語文献をアル

ファベット順，邦語文献を五十音順にする方法もある）。次に，同一の著者の著作を複数掲

載する場合には，二つ目からの著者名をハイフンで代用し，刊行年順に掲載する。同一刊行

年の著作がある場合には，1996a，1996b-------- などと列挙する。 

以下は，上記の方法で作成した文献リストの一例である。一つの文献表示が複数行にわたる

場合は，二行目以降を何文字か下げて表示する。 
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【文献リストの例】 

Beck, U., Giddens, A. & Lash, S. 1994, Reflexive Modernization, Stanford University 
Press. 

Derrida, J. 1994, Specters of Marx, Routledge. 
Giddens, A. ed. 2001, Sociology: Introductory Readings, Blackwell. 
Granovetter, M. S. 1985, “Economic Action and Social Structure: the Problem of 

Embeddedness,” American Journal of Sociology, Vol.91, No.3. 
古城利明編 1990,『世界社会のイメージと現実』東京大学出版会． 
Lash, S. & Urry, J. 1985, The End of Organized Capitalism, Polity. 
庄司興吉編 1985,『世界社会の構造と動態』法政大学出版局． 
庄司興吉 1999,「世界社会の構造と主体－国際社会学の展開のために」『世界社会と社会運動』

梓出版社． 
富永健一ほか 1998,『モビリティ社会への展望』慶応義塾大学出版会． 
Weber, M. 1920=1989, Die Protestantische Ethik und der 《Geist》 des Kapitalismus, 大

塚久雄訳『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神』岩波文庫． 
山田信行 1996,『労使関係の歴史社会学』ミネルヴァ書房． 
――――	
 1998,『階級・国家・世界システム』ミネルヴァ書房． 

 
（６）以上のような文献リストに基づいて，直接論文のなかに参照あるいは引用した文献を挙

示することになる。単独の文献を挙示する場合には，以下のように，本文や引用文の末尾に

挿入する。例えば，文献リストにあがっている山田信行という著者の 1996 年に刊行された
文献の 120ページから 121ページを引用あるいは参照した場合は次のようにする。雑誌論文
の場合も，同様である（この場合は，ページを明示しないことが多い）。 

この点については，～	
 と指摘されている（山田,1996:120-121）。 
（著者名，刊行年：ページ） 

 
＊特にページを明示しない場合は	
 （山田,1996）	
 だけでも構わない。 

（著者名，刊行年） 
＊	
 ，（コンマ），：（コロン）および；（セミコロン）は半角で表示する。 

①著者名を直接に提示したい場合は，同様に以下のようにする。著者名に敬称をつける必要は

ない。 

山田（1996:120-121）によれば，～	
 である。 

 
＊（山田,1996:120-121）によれば，～	
 である	
 	
 	
 とはしないこと 
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②著者が外国人の場合は，日本語での表記に加えてカッコ内にアルファベットの表記を明示し

たほうが正確であろう。やはり，上記のリストにあがっている文献を例にすると， 

デリダ（Derrida,1994）によれば，～	
 である。 
外国人著者名（アルファベット表記，刊行年） 

③引用あるいは参照文献が翻訳である場合は，原著の刊行年だけでなく翻訳が出版された年も

明示する。引用文は「	
 	
 」で明示する。翻訳者名を明示する必要はない（文献リストには

明示する必要がある）。 

「――――――――	
 引用文	
 ――――――――。」（Weber,1920=1989:100） 
（著者名，原著出版年＝翻訳刊行年：ページ） 

④引用文が長くなる場合は，以下のように本文と区別するかたちで明示する。 

――――――	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 本文	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ―――――――― 
（１行あける） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～（引用文）～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
                                （Weber,1920=1989:100） 

（１行あける） 
――――――	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 本文	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ―――――――― 

	
 	
 	
 ⑤著者が 2名の場合は，すでに文献リストに示したように	
 ＆	
 を用いる。著者が 3名以上の
場合は，他	
 を用いて 2人目以降の著者を省略することができる。同様に，外国語文献の場
合は	
 et  al. を用いて２人目以降の著者を省略することができる。 

この点については，～	
 と指摘されている（Lash & Urry,1985）。 

 
この点については，～	
 と指摘されている（富永ほか,1998）。 

 
この点については，～	
 と指摘されている（Beck et al.,1994）。 

	
 	
 	
 ⑥引用あるいは参照文献が編著である場合は，編者名のあとに	
 編	
 と明記する。外国語文献

の場合は，ed.	
 と明記する（編者が複数の場合は，eds.	
 と明記する）。 

この点については，～	
 と指摘されている（庄司編,1985）。 

 
この点については，～	
 と指摘されている（Giddens ed. ,2001）。 
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（７）複数の文献が同様の主張を行っていることを明示したい場合には，以下のようにする。 

この点については，～	
 と指摘されている（庄司,1999:121;古城,1990:52）。 
（著者名，刊行年：ページ；著者名，刊行年：ページ） 

 
＊挙示する順序は，刊行年，文献リストへの掲載順，あるいは重要度が高いものからに

する。 

	
 また，同一の著者が複数の文献で同様の主張を行っていることを明示したい場合には，同

様に以下のようにする。 

この点については，～	
 と指摘されている（山田,1996:50;1998:165）。 

 
（著者名，刊行年：ページ；刊行年：ページ） 

 

（８）新聞記事，雑誌記事やインターネットの URL を参照したことを挙示する場合には，以
下のようにする。署名入りの記事でない限り，新聞記事，雑誌記事は，本文中に直接挿入す

れば，文献リストには入れる必要はない。 

この点については，～	
 のような報告がある（『朝日新聞』，2002年 8月 15日朝刊）。 
（『新聞名』，刊行年月日朝夕刊の種別） 

 
この点については，～	
 のように報道されている（『週刊朝日』,2002 年 8 月 15 日
号:123-135）。 

（『雑誌名』，刊行年号数：ページ） 

 
この点については，～	
 のような情報もある（http://www.komazawa-u.ac.jp/shakai，2002
年 10月 10日アクセス）。 

（インターネットのURL，アクセス日） 

 

（９）「注」は，本論の流れをそこなわず，関連事項を説明したり，特殊な用語を解説したりす

る場合に用いられる。「注」は，前述のように使用しているワープロソフトの脚注機能を利用

してつけるとよい。注記も，読者が読みやすい配慮をする必要がある。 
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（３）図・表の付け方と書き方 
１．図や表は，論文の内容によっては，文章よりはるかに大きい直接的な説得力を持つ。図・

表は，本文の該当箇所に別の用紙に書いたものをノリづけする。論文用紙には直接書かな

い。 
２．図・表には，第 1図・第 1表というように通し番号を付け，それぞれ表題をつけて説明上，
読者にわかりやすい配慮をする。通し番号の付け方は，章番号－通し番号（第１－１表，第

2－1 図），章番号－節番号－通し番号（第１－１－１表，第２－１－１図）などの付け方も
ある。 
３．図・表を，他の文献から借用した場合には，その図・表の出典・出所を図・表の下に出典

のページ数と共に記入する。また，原資料から図・表を作り直した場合にも，そのことを明

記しておく。出展や原資料を明示する際にも，（２）で説明した文献挙示の方法を用いる。 
	
 	
 ★	
 表と図（グラフ）の特徴 

表 図（グラフ） 
１．	
 数字が詳しく表せる 

２．	
 全体の傾向がつかみにくい 

３．	
 多くの情報が盛れる 

４．	
 作るのが簡単である 

1．	
 概数しか表せない 

２．	
 全体の傾向がつかみやすい 

３．	
 多くの情報を一図に盛れない 

４．	
 作るのに手間がかかる 

４．社会調査データの集計結果などを用いる場合，コンピューターのアウトプットをそのまま

貼り付けることをせずに，Microsoft Excelなどの表計算ソフトを用いて作成し，ワープロで
作成した原稿に貼り付けるとよい。集計表は次のような原則にしたがって書くことが望まし

い。 
①	
 単純集計 

どの項目を集計した結果であるかが明確になるように表のタイトルを付ける。表示の

単位（人，世帯，戸，台，％など）を明示する。合計の表示を忘れないように。表には

集計した実数（度数）と比率の両方を示すことが望ましい（例１を参照）。 
	
 	
 例１	
  

第６－１表	
 農家の類型（農民的性格）[単純集計] 
単位：戸（％） 

農家類型 秋	
 田 岡	
 山 
農業中心型 
兼	
 業	
 型 
離	
 農	
 型 
合	
 	
 	
 計 

98( 34.5） 
149(  52.5) 
37(  13.0) 
284(100.0) 

58(  26.4) 
106(  48.2) 
56(  25.4) 
220(100.0) 

 
②	
 クロス集計 

クロス集計表の場合，独立変数（説明変数）と従属変数（被説明変数）を，表側（表

の左にカテゴリーが縦にならぶ），表頭（表の上部にカテゴリーが横にならぶ）どちら
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にもってくるかが問題になる。通常は，独立変数を表側に，従属変数を表頭にもってく

る。クロス集計表を作成する場合，縦の罫線は省略して横の罫線のみを用いると見やす

い表になる（例２を参照）。 
コントロール変数を導入した３重クロス集計表の場合は，コントロール変数ごとに別

の表とせず１つの表にまとめたほうがわかりやすい（例３参照）。 
検定結果や各種の関連係数などは，表の下部欄外に書き添えておく。 
クロス集計でも，集計した項目，表示の単位を明示することはいうまでもない。 
例２ 

第６－18表	
 世帯構成×農業経営階層 
単位：戸（％） 

 上層 中層 下層 
単 身 世 帯 
核 家 族 
３ 世 代 
主に４世代 
そ の 他 
合	
 	
 	
 計 

0(  0.0) 
26( 32.1) 
78( 44.8) 
23( 67.6) 
4( 36.4) 

131( 43.2) 

1( 33.4) 
36( 44.4) 
66( 37.9) 
7( 20.6) 
4.( 36.4) 

114( 37.6) 

2( 66.7) 
 19( 23.5) 
30( 17.3) 

4( 11.8) 
3( 27.3) 

58( 19.1) 

 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

 

例３ 

第 6－19 表 農業経営階層×10 年前との生活比較[調査地別] 

単位：戸（％） 

  秋   田   岡   山 

 楽になった 同  じ 苦しくなった  楽になった 同  じ 苦しくなった 

上   層 30( 23.8) 37( 29.4) 59( 46.8)   16( 18.6) 26( 30.2) 44( 51.2) 

中   層 34( 32.1) 33( 31.1) 39( 36.8)  12( 21.4) 26( 46.4) 18( 32.1) 

下   層 22( 38.6) 20( 35.1) 15( 26.3)  28( 33.3) 36( 42.9) 20( 23.8) 

合   計 86( 29.8) 90( 31.3) 113( 39.1)   56( 24.8) 88( 38.9) 82( 36.3) 

 

 

	
 	
 ③	
 その他 

クロス集計以外の分析手法を用いた場合も，コンピューターのアウトプットをそのま

ま原稿用紙に貼り付けるといったことをせず，読み手にわかりやすいように Excelなど

独
立
変
数 

	
 

䥹
表
側
䥺 

従属変数 
（表頭） 

検定の結果 

独
立
変
数 

	
 

䥹
表
側
䥺 

←コントロール変数 

←従属変数 

χ2検定の結果：10％有意 

 

χ2検定の結果：5％有意 
 

γ＝0.224 

 

χ2検定の結果：1％有意 

 γ＝0.324 

 

（表題） 

←検定の結果

と関連係数 

↓コントロール変数 
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の表計算ソフトを用いて書き直すことが望ましい。 

 

（４）参考文献の書きかた 
１．参考文献は，（2）で述べた方法に従って，論文作成にあたって，参考にした文献をその論

文の最後（結論部分の後）に「参考文献」などの見出しを付けて，記載する。 

２．参考文献には，ページ数を記入する必要はない。 

３．参考文献の数は，論文の内容によって異なるので，一概にいえない。参考文献は，引用文

献のなかで本論の展開に重要だと思われるものを選択すると共に，引用はしなかったが，論

文を構想するにあたって有意義な示唆をえた文献を挙げるとよい。 

４．参考文献は，新しいページから書き始めたほうが読みやすい。 

 

（５）作成上の一般的注意 
１．読者がいる。 

論文は，読者に自分が研究した内容・自分の主張を学問的な方法でうったえ，自説を納得

してもらうことに主眼がある。従って，論旨の展開においても，論証の仕方にしても，読者

を説得する努力と工夫が必要である。自己満足の論文であってはならない。 

２．指導教員と相談する。 

作成にあたっては，常に指導教員と相談し，指導教員の学問的な指導を受けることが前

提になっている。指導教員は現役の研究者であり，論文作成のプロである。自分の独断で学

問的な誤りをおかさない為にも，指導教員の助言は有効である。 

３．作成計画をたてる。 

論文は，比較的長い時間をかけて作成することになる。この時間的ゆとりが，身近な関

心を優先し卒業論文や卒業レポートのことを後回しにさせがちである。しかし，論題提出は

6月下旬である。その後，教育実習などがあればすぐに前期が終えてしまう。夏休みを過ぎ

れば 9月，就職が決まっていないとそのことが気になって，論文のことが後回しになってく

る。就職活動が 10 月から 11 月くらいまで長引いた場合には，いざ作業に取りかかろうと

した時，ほとんど準備ができなくてあわてることになる。そうならないためには，当初から

しっかりとした作成計画（スケジュール）をたてて，早めに準備しておくことである。 

４．形式上の規定を守る。 



21 
 

卒業論文や卒業レポートには形式上の様々な規定がある。この小冊子もそうした形式上

の規定や留意すべきことがらをまとめたものであるが，ほかにも教務部で定められた提出上

の諸規定がある。これらの規定を守らなければ受理されない場合があるので，注意しなけれ

ばならない。 

４．  口頭試問のことを忘れない。 

卒業論文あるいは卒業レポートを提出する場合には，口頭試問があることを忘れてはな

らない。卒業論文の提出は，12月 10日（正午）までであるが，それで論文のことが終わっ

たわけではない。1月下旬には，卒業論文に書かれた内容に関して主査（指導教員）と副査

（学科が指定した指定教員）による口頭試問がある。卒業レポートについても，主査（指導

教員）との口頭試問がある。その時，何を書いたか，何を意図して書いたか覚えていないよ

うでは，教員の質問にろくに答えられなくなって困ることになる。その時の為に，下書きを

大切に保管したり，自分用に一部コピーをとっておいたりするとよい。そして，口頭試問の

前にもう一度読み返してみることである。 
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４．卒業論文・卒業レポートに関する諸規定 
 

下記の諸規定は，卒業論文に関する社会学専攻の内部規定である。全体的な規定は，教

務部から示される指示に従ってほしい。卒業レポートについても，これとほぼ同様の形式

に整える必要がある。 

 

１．論	
 	
 	
 	
 題（タイトル）：卒業論文については、論題届を提出する必要がある（例年

6 月 15 日から 30 日正午締め切り）。提出した論題は勝手に変更

することはできない。 

（提出した論題と一字でも違えば受理されないことがある。） 

２．論文の綴じ方：（１）表	
 	
 紙・・指導教員名・論題・学部学科・学生番号・氏名を書

く。 

（２）扉	
 	
 	
 ・・論文用紙の中央に論題を書き，下に学部学科・学生

番号氏名を書く。 

（３）目	
 	
 次・・論文の章・節を提示し、該当ページを明記する。 

（４）序	
 	
 論（序章・序文）・・序論，本論，結論，参考文献，およ

び資料のページに通しのページ番号をつける。 

（５）本	
 	
 論（第１章以降） 

（６）結	
 	
 論 

（７）参考文献 

（８）資	
 	
 料・・もし付けたい資料（例えば，調査票）があれば，こ

こに綴じ込む。 

（９）裏 表 紙 

３．提出期間：12 月 1日から 12 月 10日の正午（年によって若干の変更がある）までに

教務部窓口に提出する。所定期限以降はいかなる理由があっても受け付け

ない。 

提出期限は，特に厳格なので注意すること。 

卒業レポートについては，指導教員が指定した期日に教員に直接提出する。 
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４．論文用紙・ページ数など 

ワープロ原稿とする。 

論文用紙 白上質紙を使用する。 

感熱用紙や白以外の色付き用紙は不可。用紙のサイズはＡ－４とし，縦長

使用，横書きとする。 

筆記用具 

印字方法 

黒印字とし，文字大きさは，全角文字（一般的には明朝体）10－10.5ポイ

ント程度とする。英語および数字は半角文字とする。 

論文ページ数 1ページあたり 30行，1行あたり 40文字とし，上・下・右の書くマージ

ンは 20－25ミリ程度とし，左マージンは 30ミリ程度とする。序論（序章・

序文）・本論・結論・参考文献を合わせて，上記フォーマットで卒業論文

は 17ページ以上，卒業レポートは 9ページ以上。 

その他 論文は左綴じとする。 
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